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(57)【要約】
【課題】デザイン性及び安全性を高めることができる再
帰性反射フィルム、及び再帰性反射フィルムの製造方法
を提供する。
【解決手段】複数の層を有する再帰性反射フィルムであ
って、複数の層は、被着体に接着する接着層と、再帰性
反射層と、第１着色層と、第１着色層よりも明度が低い
第２着色層と、をこの順で備え、再帰性反射層は、第２
着色層及び第１着色層を透過して入射した光の少なくと
も一部を光の光源に向かって再帰性反射する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の層を有する再帰性反射フィルムであって、
　前記複数の層は、
　被着体に接着する接着層と、
　再帰性反射層と、
　第１着色層と、
　前記第１着色層よりも明度が低い第２着色層と、
をこの順で備え、
　前記再帰性反射層は、前記第２着色層及び前記第１着色層を透過して入射した光の少な
くとも一部を前記光の光源に向かって再帰性反射する、
再帰性反射フィルム。
【請求項２】
　前記第１着色層と前記再帰性反射層との間に第３着色層を備え、
　前記第３着色層の明度は、前記第１着色層の明度よりも低い、
請求項１に記載の再帰性反射フィルム。
【請求項３】
　前記再帰性反射層は、複数のビーズを含むビーズ層と、光を反射する反射層と、前記ビ
ーズ層及び前記反射層の間に位置するスペーサ層と、を有する、
請求項１又は２に記載の再帰性反射フィルム。
【請求項４】
　前記第３着色層は、複数のビーズを含むビーズ層を覆うボンド層である、
請求項２に記載の再帰性反射フィルム。
【請求項５】
　前記第２着色層が黒色である、
請求項１～４のいずれか一項に記載の再帰性反射フィルム。
【請求項６】
　前記再帰性反射フィルムは、白色の光が入射したときに、再帰性反射した光が有彩色と
なる、
請求項１～５のいずれか一項に記載の再帰性反射フィルム。
【請求項７】
　前記再帰性反射フィルムの再帰性反射係数が０．３（ｃｄ／ｌｕｘ／ｍ２）以上且つ３
０（ｃｄ／ｌｕｘ／ｍ２）以下である、
請求項１～６のいずれか一項に記載の再帰性反射フィルム。
【請求項８】
　前記再帰性反射フィルムの再帰性反射係数が１．０（ｃｄ／ｌｕｘ／ｍ２）以上である
、
請求項７に記載の再帰性反射フィルム。
【請求項９】
　前記第３着色層が黒色である、
請求項２に記載の再帰性反射フィルム。
【請求項１０】
　前記被着体が移動体である、
請求項１～９のいずれか一項に記載の再帰性反射フィルム。
【請求項１１】
　再帰性反射層を用意する工程と、
　前記再帰性反射層の上に第１着色層を形成する工程と、
　前記第１着色層の上に前記第１着色層よりも明度が低い第２着色層を形成する工程と、
を含んでおり、
　前記再帰性反射層は、前記第２着色層及び前記第１着色層を透過して入射した光の少な
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くとも一部を前記光の光源に向かって再帰性反射する、
再帰性反射フィルムの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の一側面は、再帰性反射フィルム、及び再帰性反射フィルムの製造方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、再帰反射シートが記載されている。再帰反射シートは、入射光をその
まま光源の方向へ向かって再帰反射する性質を備えている。再帰反射シートは、表面側か
ら順に、トップコート層と、ガラスビーズ層と、接着剤層と、台紙とを備えている。ガラ
スビーズ層は、平面状に整列して配置された複数のガラスビーズと、ガラスビーズの間に
充填された合成樹脂であるバインダーと、ガラスビーズの下側に配置された凹状の反射膜
とを有する。
【０００３】
　特許文献２には、再帰反射性着色物品が記載されている。再帰反射性着色物品は、バッ
キング層及び熱可塑性層の上に配置されるバリア層と、バリア層及び複数のビーズを覆う
ポリマーカラー層と、ポリマーカラー層の上に配置される反射層と、反射層を被覆するビ
ーズ結合層とを備える。複数のビーズのそれぞれは、バリア層の間において熱可塑性層に
部分的に埋め込まれている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－１１１３３４号公報
【特許文献２】特表２０１７－５３３４６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、再帰性反射フィルムにおいては、日中は黒色等の明度が低い色に見せつつ、
夜間は黒色等以外の色に見せたい場合がある。例えば、自動車等の移動体では、デザイン
性を高めるために日中は黒色等の明度が低い色に見えることが求められ、安全性を高める
ため夜間に車両用灯具が照射する光が当たったときに光を反射することが求められる場合
がある。このように、デザイン性及び安全性を高めることが求められる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の一形態に係る再帰性反射フィルムは、複数の層を有する再帰性反射フィルムで
あって、複数の層は、被着体に接着する接着層と、再帰性反射層と、第１着色層と、第１
着色層よりも明度が低い第２着色層と、をこの順で備え、再帰性反射層は、第２着色層及
び第１着色層を透過して入射した光の少なくとも一部を光の光源に向かって再帰性反射す
る。
【０００７】
　本開示の一形態に係る再帰性反射フィルムの製造方法は、再帰性反射層を用意する工程
と、再帰性反射層の上に第１着色層を形成する工程と、第１着色層の上に第１着色層より
も明度が低い第２着色層を形成する工程と、を含んでおり、再帰性反射層は、第２着色層
及び第１着色層を透過して入射した光の少なくとも一部を光の光源に向かって再帰性反射
する。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示の一形態によれば、デザイン性及び安全性を高めることができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施形態に係る再帰性反射フィルムが適用される例示的な自動車の一部
を示す側面図である。
【図２】図２は、実施形態に係る再帰性反射フィルムが適用される例示的な自動車のドア
を示す斜視図である。
【図３】図３は、第１実施形態に係る再帰性反射フィルムの断面を模式的に示す図である
。
【図４】図４（ａ）及び（ｂ）は、図３の再帰性反射フィルムの製造方法の各工程を模式
的に示す図である。
【図５】図５（ａ）は、第２実施形態に係る再帰性反射フィルム、及びその製造方法の工
程を模式的に示す図である。図５（ｂ）は、第３実施形態に係る再帰性反射フィルム、及
びその製造方法の工程を模式的に示す図である。
【図６】図６（ａ）は、第４実施形態に係る再帰性反射フィルム、及びその製造方法の工
程を模式的に示す図である。図６（ｂ）は、第５実施形態に係る再帰性反射フィルム、及
びその製造方法の工程を模式的に示す図である。
【図７】図７（ａ）及び（ｂ）は、第６実施形態に係る再帰性反射フィルム、及びその製
造方法の工程を模式的に示す図である。
【図８】図８（ａ）及び（ｂ）は、第７実施形態に係る再帰性反射フィルム、及びその製
造方法の工程を模式的に示す図である。
【図９】図９（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）は、第８実施形態に係る再帰性反射フィ
ルムの製造方法の工程を模式的に示す図である。
【図１０】図１０（ａ）は、第８実施形態に係る再帰性反射フィルムを模式的に示す図で
ある。図１０（ｂ）は、第９実施形態に係る再帰性反射フィルムを模式的に示す図である
。
【図１１】図１１（ａ）及び（ｂ）は、第１０実施形態に係る再帰性反射フィルム、及び
その製造方法の工程を模式的に示す図である。
【図１２】図１２（ａ）及び（ｂ）は、第１１実施形態に係る再帰性反射フィルム、及び
その製造方法の工程を模式的に示す図である。
【図１３】図１３（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）は、第１２実施形態に係る再帰性反射フィル
ムの製造方法の工程を模式的に示す図である。
【図１４】図１４（ａ）及び（ｂ）は、第１２実施形態に係る再帰性反射フィルム、及び
その製造方法の工程を模式的に示す図である。図１４（ｃ）は、第１３実施形態に係る再
帰性反射フィルムを模式的に示す図である。
【図１５】図１５（ａ）及び（ｂ）は、第１４実施形態に係る再帰性反射フィルム、及び
その製造方法の工程を模式的に示す図である。
【図１６】図１６（ａ）及び（ｂ）は、第１５実施形態に係る再帰性反射フィルム、及び
その製造方法の工程を模式的に示す図である。
【図１７】図１７（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）は、第１６実施形態に係る再帰性反射フィル
ムの製造方法の工程を模式的に示す図である。
【図１８】図１８（ａ）及び（ｂ）は、第１６実施形態に係る再帰性反射フィルム、及び
その製造方法の工程を模式的に示す図である。図１８（ｃ）は、第１７実施形態に係る再
帰性反射フィルムを模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下では、図面を参照しながら本開示に係る再帰性反射フィルム、及び再帰性反射フィ
ルムの製造方法の種々の実施形態について説明する。図面の説明において、同一又は相当
する要素には同一の符号を付し、重複する説明を適宜省略する。また、図面は、一部を簡
略化又は誇張して描いている場合があり、寸法比率等は図面に記載のものに限定されない
。
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【００１１】
　「再帰性反射」とは、光が入射されたときに入射された方向の反対方向に光を反射させ
ることを示している。すなわち、「再帰性反射」は、光源が照射した光の少なくとも一部
を再帰性反射することによって光源に戻る方向に光を返すことを示している。「再帰性反
射層」とは、再帰性反射を行う層状の部位を示している。「着色層」とは、色を有する層
を示す。「着色層」は、例えば、不透明、半透明又は着色透明として色を有する層を含む
。色は、有彩色及び無彩色のいずれであってもよい。なお、有彩色及び無彩色は、ＪＩＳ
　Ｚ８１０２：２００１における定義に準じる。
【００１２】
　「明度」は、色の明るさを示す指標であり、明度が高いほど白色に近い色であることを
示しており、明度が低いほど黒色に近い色であることを示している。「黒色」は、黒だけ
でなく、黒と視認されうる色を含んでおり、黒に近い配色が施された紺色、紫色、茶色、
灰色、及び明度が低い緑色を含む。「黒色」は、色相又は彩度を有する色であってもよく
、一定以下の明度の色を含んでいてもよい。
【００１３】
　「ビーズ」は、再帰性反射層の内部に設けられる球状体を示しており、例えば、透明な
微少球ビーズを含んでいる。「ビーズ層」は、ビーズを含む層を示しており、例えば、ビ
ーズの少なくとも一部が接触する層を含んでいる。「被着体」は、再帰性反射フィルムが
貼り付けられる対象のものを示しており、一例として「移動体」が挙げられる。「移動体
」は、移動する物体であって、例えば、車両、船舶、航空機及びロケット等の輸送機器、
並びに発電機の羽根等の移動機械を含んでいる。「車両」は、例えば、自動車、自転車、
電車及び新幹線等、走行可能な機械を含む。本開示では、再帰性反射フィルムが車両に貼
り付けられる例について説明する。
【００１４】
　本開示において、再帰性反射フィルムを観察するときに照射する光を「通常光」又は「
直線光」と記載することがある。通常光は、様々な波長の光を含んでおり、且つ様々な方
向に照射される光を含んでいる。具体例として、通常光は、太陽光、又は一般的な照明か
らの光が照射されている環境下における光を示している。これに対して、直線光は、様々
な波長の光を含むものの、光の進行方向が一定以上揃えられている指向性が高い光を示し
ている。具体例として、直線光は、車両用灯具が照射する光を示している。なお、レーザ
ー光線のようなコヒーレントな光も直線光に含まれる。また、後述では、通常光が照射さ
れている環境を「通常光下」、直線光が照射されている環境を「直線光下」、と称する場
合がある。
【００１５】
　図１は、再帰性反射フィルムが貼り付けられる車両の一例である自動車の車体１を示し
ている。車体１は、サイドウインドウ２、Ａピラー３、Ｂピラー４及びＣピラー５を有す
る。例えば、サイドウインドウ２はガラスによって構成されており、Ａピラー３、Ｂピラ
ー４及びＣピラー５は金属製である。
【００１６】
　本実施形態において、再帰性反射フィルム１０は、例えば、Ａピラー３、Ｂピラー４及
びＣピラー５の少なくともいずれかに貼り付けられてもよい。再帰性反射フィルム１０が
貼り付けられた部位は、通常光が強い日中は黒色に見え、夜間に指向性が強い直線光が照
射されたときに黒色よりも明度が高い色に見える。
【００１７】
　「日中」とは、通常光下の環境を示している。「日中」は、例えば、昼間の太陽光の下
の環境、又は一般照明光の下の環境を示している。「夜間」とは、例えば、日没から翌朝
の日の出までの間を示していてもよいし、照射手段が必要なほど暗い状態を示していても
よい。
【００１８】
　「黒色よりも明度が高い色」とは、例えば、黄色、緑色及び青色のいずれかであり、更
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に、赤色等、黄色、緑色及び青色以外の色を含んでいてもよい。車体１における再帰性反
射フィルム１０の貼り付け位置と色との関係については、各国の道路運送車両の保安基準
に準拠することが好ましい。なお、日本の道路運送車両の保安基準に鑑みた場合、例えば
、車体１の部位のうち車体１の後方を向く部位には白色以外の再帰性反射フィルム１０が
貼り付けられてもよい。また、車体１の部位のうち車体１の前方を向く部位には赤色以外
の再帰性反射フィルム１０が貼り付けられてもよい。なお、車体１の側面部分を構成する
Ａピラー３、Ｂピラー４及びＣピラー５には、どの色の再帰性反射フィルム１０を貼り付
けることも可能である。
【００１９】
　なお、実施形態に係る再帰性反射フィルム１０は、通常光下で黒色に近い有色の色とし
て観察可能である。実施形態に係る再帰性反射フィルム１０は、車両等において用いられ
るミリ波レーダ又はライダー（ＬＩＤＡＲ：Light Detection and Ranging）を含むセン
サから出射した可視光以外の波長帯域の波が入射した場合にも再帰性反射する。そのため
、安全性の確保に好適である。
【００２０】
　図２は、車体１の例示的なドア６を示す斜視図である。図２に示されるように、再帰性
反射フィルム１０は、ドア６に貼り付けられてもよい。例えば、再帰性反射フィルム１０
は、ドア６の内側に貼り付けられる。この場合、ドア６を開けたときに再帰性反射フィル
ム１０が車体１の後方を向くので、再帰性反射フィルム１０が光ることにより後方の車両
に車体１の存在を認識させることが可能となる。
【００２１】
　例えば、再帰性反射フィルム１０は、ドア６のアウターパネル６ｂの内面６ｃの外縁６
ｄに貼り付けられる。このように、アウターパネル６ｂの内面６ｃの外縁６ｄに再帰性反
射フィルム１０が貼り付けられる場合、例えば、夜間に後続車の車両灯から光が照射され
たときに、再帰性反射フィルム１０が光ることによりドア６が開いていることを後続車に
認識させることができる。一例として、アウターパネル６ｂの内面６ｃの外縁６ｄに複数
の再帰性反射フィルム１０が上下に並ぶように貼り付けられてもよい。以下では、他の種
々の実施形態に係る再帰性反射フィルムについて説明する。
【００２２】
（第１実施形態）
　図３は、第１実施形態に係る再帰性反射フィルム１０の層構造を模式的に示す図である
。図３に示されるように、再帰性反射フィルム１０は、下側（再帰性反射フィルム１０の
被着体側）から順に、剥離ライナー１１、粘着剤層１２、再帰性反射層１３、クリア層１
４、第１着色層１５及び第２着色層１６が積層されている。
【００２３】
　剥離ライナー１１は、例えば、粘着剤層１２から剥離される離型フィルムである。剥離
ライナー１１は、一例として、ポリマー又は紙を含む。剥離ライナー１１は、表面の平滑
性という観点からは、ポリマーの剥離ライナーであることが好ましい。剥離ライナー１１
の剥離コートの材料は、例えば、フッ素ポリマー、アクリル樹脂又はシリコーンであるが
、これらに限定されない。
【００２４】
　粘着剤層１２は、被着体に接着する接着層である。粘着剤層１２は、例えば、アクリル
系粘着剤、ゴム系粘着剤、シリコーン系粘着剤又はアクリルフォーム剤を含み、更に、粘
着性微粒子を含んでもよい。しかしながら、粘着剤層１２の材料は特に限定されない。剥
離ライナー１１が剥がされて粘着剤層１２が車体１等に貼付されることにより、再帰性反
射フィルム１０の貼り付けが行われる。
【００２５】
　再帰性反射層１３は、粘着剤層１２に積層される反射層１７と、スペースコート層１８
と、ビーズ層１９と、ボンド層２０とを含む。反射層１７は、例えば、蒸着されたアルミ
ニウムを有するアルミニウム蒸着層である。また、反射層１７は、蒸着された銀を有する
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銀蒸着層であってもよい。また、反射層１７は、平坦状であってもよいし、ビーズ層の各
ビーズを覆う凹状であってもよい。スペースコート層１８は、例えば、反射層１７とビー
ズ層１９との間隔を規定するスペーサ層である。反射層１７は、スペースコート層１８に
より、ビーズ層１９の各ビーズ１９ｂに対して光を再帰性反射する上で好ましい間隔を規
定する。
【００２６】
　ビーズ層１９は、微小球である複数のビーズ１９ｂを含む層であり、例えば、ビーズ１
９ｂはガラスによって構成されるガラスビーズである。複数のビーズ１９ｂは、例えば、
スペースコート層１８において格子状又は千鳥状に配列されている。ビーズ層１９のビー
ズ１９ｂに指向性が強い光Ｘ１が入射すると光Ｘ１は反射層１７において反射され、反射
光Ｘ２がビーズ１９ｂに入射して、光Ｘ１が入射した方向の反射方向に反射光Ｘ２が出射
される。これにより、ビーズ１９ｂに入射した光Ｘ１は、当該ビーズ１９ｂから当該入射
の方向の反対方向に反射光Ｘ２として出射されるので、再帰性反射層１３による指向性が
強い再帰性反射がなされる。
【００２７】
　ボンド層２０は、例えば、ビーズ層１９の複数のビーズ１９ｂを覆う層であり、ビーズ
ボンド層とも称される。ボンド層２０の材料は、例えば、ウレタン樹脂、アクリル樹脂、
塩化ビニル樹脂、シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、フッ素樹脂、メラミン樹脂、アルキド
樹脂、又はそれらの混合物を含む。ボンド層２０は、例えば、着色されていない無色透明
の層である。
【００２８】
　クリア層１４は、例えば、透明樹脂によって構成されている樹脂フィルム又は樹脂シー
トであってもよい。クリア層１４の材料は、特に限定されないが、例えば、ＰＶＣ（ポリ
ビニルアルコール）である。クリア層１４の厚さは、例えば、３μｍ以上且つ５００μｍ
であるが、一例として、５８μｍであってもよく、適宜変更可能である。
【００２９】
　第１着色層１５は、例えば、黄色に着色された層である。本開示において、「黄色」は
、純粋な黄色だけでなく、黄緑色や橙色等、黄色が含まれる色も含んでおり、広義の黄色
を意味している。第１着色層１５は、例えば、イソインドリン系顔料等の黄色顔料、湿潤
分散剤等の分散剤、及び溶剤を含んでいてもよい。第１着色層１５の材料は、アクリル共
重合体及びエチレングリコールモノブチルエーテルを含んでいてもよい。第１着色層１５
の厚さは、例えば、１μｍ以上且つ１０μｍ以下であり、一例として、５μｍである。
【００３０】
　第２着色層１６は、第１着色層１５の色よりも明度が低い色によって着色された層であ
る。例えば、第２着色層１６の色は黒色である。第２着色層１６は、黒色顔料、湿潤分散
剤等の分散剤、及び溶剤を含んでいてもよい。第２着色層１６の材料は、ポリカプロラク
トンジオール、イソホロンジイソシアネート、黒色アクリル樹脂、アクリル重合体及びメ
チルエチルケトンの少なくともいずれかを含んでいてもよい。
【００３１】
　一例として、第２着色層１６におけるポリカプロラクトンジオールの質量の割合は４７
％以上且つ４８％以下であり、第２着色層１６におけるイソホロンジイソシアネートの質
量の割合は４２％以上且つ４３％以下であり、第２着色層１６における黒色アクリル樹脂
の質量の割合は１％以上且つ５％以下であり、第２着色層１６におけるアクリル重合体の
質量の割合は０％以上且つ１％以下である。第２着色層１６の厚さは、例えば、１０μｍ
以上且つ５０μｍ以下であるが、２５μｍ以上且つ３５μｍ以下であってもよい。
【００３２】
　次に、再帰性反射フィルム１０の製造方法の例について図４（ａ）及び図４（ｂ）を参
照しながら説明する。まず、図４（ａ）に示されるように、予め剥離ライナー１１、粘着
剤層１２、再帰性反射層１３及びクリア層１４が積層された反射シートＲ１を用意する（
再帰性反射層を用意する工程）。そして、反射シートＲ１のクリア層１４の上に黄色液体
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Ｌ１をコーティングし、コーティングした黄色液体Ｌ１を乾燥させることによって第１着
色層１５を形成する（第１着色層を形成する工程）。
【００３３】
　その後、図４（ｂ）に示されるように、第１着色層１５の上に黒色液体Ｌ２をコーティ
ングし、コーティングした黒色液体Ｌ２を乾燥させることによって第２着色層１６を形成
する（第２着色層を形成する工程）。なお、上記の乾燥は、例えば、８０℃の温度で６０
分曝すことによって行う。このように、第１着色層１５の上に第２着色層１６を形成する
ことによって再帰性反射フィルム１０が完成する。
【００３４】
　次に、本実施形態に係る再帰性反射フィルム１０の作用効果について説明する。図３に
示されるように、再帰性反射フィルム１０では、第２着色層１６、第１着色層１５及び再
帰性反射層１３がこの順で表層側から積層されており、表層側に位置する第２着色層１６
の色の明度は、再帰性反射層１３側に位置する第１着色層１５の色の明度よりも低い。一
例として、第１着色層１５の色は黄色であり、第２着色層１６の色は黒色である。よって
、日中に指向性が弱い通常光が照射されたときには表層側に位置する第２着色層１６の色
が見えるので、明度が低い色を見せてデザイン性を高めることができる。
【００３５】
　一方、夜間に指向性が強い直線光である光Ｘ１が照射されると、再帰性反射フィルム１
０が有彩色の光を再帰性反射する。具体的には、光Ｘ１が照射されると、再帰性反射層１
３が照射方向の反対方向に反射光Ｘ２を照射すると共に、反射光Ｘ２は第１着色層１５及
び第２着色層１６を透過する。よって、夜間の光Ｘ１の照射による反射光Ｘ２の指向性が
強いことにより、夜間には第１着色層１５の明度が高い色が見えるので、夜間に明度が高
い色を見せてデザイン性及び安全性を高めることができる。
【００３６】
　前述したように、再帰性反射層１３は、複数のビーズ１９ｂを含むビーズ層１９を有し
てもよい。この場合、再帰性反射層１３がビーズ層１９を含むことにより、ビーズ層１９
以外のものと比較して格子形状の映り込み等を抑制することができる。従って、特に夜間
における再帰性反射フィルム１０の視認性を高めることができる。
【００３７】
　前述したように、第２着色層１６の色は、黒色であってもよい。この場合、日中に再帰
性反射フィルム１０を見ると再帰性反射フィルム１０が黒色に見えるので、デザイン性を
高めることができる。
【００３８】
　再帰性反射フィルム１０が反射する反射光Ｘ２の再帰性反射係数は、０．３（ｃｄ／ｌ
ｕｘ／ｍ２）以上であってもよいし、０．７（ｃｄ／ｌｕｘ／ｍ２）以上であってもよい
し、１．０（ｃｄ／ｌｕｘ／ｍ２）以上であってもよい。この場合、夜間における再帰性
反射層１３からの反射光Ｘ２の再帰性反射係数が０．３（ｃｄ／ｌｕｘ／ｍ２）以上であ
ることにより、反射光Ｘ２の光量を強くして明度が高い色を強調することができ、デザイ
ン性及び安全性を更に高めることができる。再帰性反射フィルム１０が反射する反射光Ｘ
２の再帰性反射係数は３０（ｃｄ／ｌｕｘ／ｍ２）以下であってもよい。
【００３９】
　再帰性反射係数（ｃｄ／ｌｕｘ／ｍ２）は、ＪＩＳ　Ｚ　９１１７　８．３「再帰性反
射材、反射性能の測定」において定められた測定方法を用いることによって得られる。具
体的には、再帰性反射係数は、観測角０．２度、入射角５度における再帰性反射係数（再
帰性反射係数Ｒ０．２）を再帰性反射測定装置Ｒｅｔｒｏｓｉｇｎ　Ｔｙｐｅ　４５００
（Ｄｅｌｔａ　Ｌｉｇｈｔ＆Ｏｐｔｉｃｓ，Ｌｙｎｇｂｙ，Ｄｅｎｍａｒｋ）で測定する
ことによって得られる。この場合、再帰性反射フィルムに投光器から一定照度の光を照射
し、再帰性反射フィルムから反射して戻る光の輝度を計測することによって、再帰性反射
係数が得られる。
【００４０】



(9) JP 2021-6887 A 2021.1.21

10

20

30

40

50

　再帰性反射フィルム１０は、移動体に貼り付けられてもよい。この場合、日中に第２着
色層１６の明度が低い色を見せることにより、車両等の移動体のデザイン性を高めること
ができる。また、夜間に第１着色層１５の明度が高い色を見せることにより、移動体のデ
ザイン性及び安全性を高めることができる。
【００４１】
　夜間では、例えば、移動体の前側部分及び後側部分にはライトがあるものの、移動体の
側面部分には光るものが存在しないことが多い。よって、移動体の側面部分に再帰性反射
フィルム１０が貼り付けられると、夜間に側面部分を明度が高い色で光らせることができ
るので、安全性及びデザイン性を高めることができる。また、移動体の側面部分にライト
を設けることも考えられるが、この場合、ライトに電力を供給する必要がある。しかしな
がら、移動体の側面部分に再帰性反射フィルム１０が貼り付けられると、電力の供給を不
要とすることができる。
【００４２】
　前述したように、車体１のＡピラー３、Ｂピラー４及びＣピラー５の少なくともいずれ
かに再帰性反射フィルム１０が貼り付けられる場合、日中に再帰性反射フィルム１０の黒
みを強調することができる。その結果、車体１のサイドウインドウ２の内部を広く見せる
ことができ、車体１のデザイン性を高めることができる。
【００４３】
　また、車体１の側面部分に再帰性反射フィルム１０が貼り付けられる場合には、夜間に
車体１の側面部分を第１着色層１５の明度が高い色で光らせることができるので、車体１
における安全性及びデザイン性の向上に寄与する。更に、車体１のドア６の内側に再帰性
反射フィルム１０が貼り付けられる場合には、夜間に開いたドア６の内側を光らせること
ができるので、後続車等がドア６に接近する可能性を回避することができ、更なる安全性
の向上に寄与する。
【００４４】
（第２実施形態）
　次に、第２実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ａについて図５（ａ）を参照しなが
ら説明する。なお、再帰性反射フィルム１０Ａを含む後述する種々の例示的な再帰性反射
フィルムは、前述した再帰性反射フィルム１０の少なくとも一部と同一の構成を備えるた
め、以降の説明では再帰性反射フィルム１０の説明と重複する説明を適宜省略する。
【００４５】
　図５（ａ）に示されるように、第２実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ａは、前述
した第２着色層１６よりも厚い第２着色層１６Ａを備える。第２着色層１６Ａの厚さは、
例えば、５０μｍ以上且つ１００μｍ以下であるが、５５μｍ以上且つ６５μｍ以下であ
ってもよい。再帰性反射フィルム１０Ａの製造方法は、前述した再帰性反射フィルム１０
の製造方法と同様であり、第１着色層１５の上にコーティングする黒色液体Ｌ２の厚さが
第１実施形態とは異なっている。以上、第２実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ａか
らは、再帰性反射フィルム１０と同様の作用効果が得られる。
【００４６】
（第３実施形態）
　続いて、第３実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｂについて、図５（ｂ）を参照し
ながら説明する。再帰性反射フィルム１０Ｂは、前述した第２着色層１６とは異なる成分
の第２着色層２６を備える。第２着色層２６の厚さは、例えば、１０μｍ以上且つ５０μ
ｍ以下であるが、２５μｍ以上且つ３５μｍ以下であってもよい。第２着色層２６は、第
２着色層１６と同様の成分を備えるが、成分の割合が第２着色層１６とは異なる。
【００４７】
　一例として、第２着色層２６におけるポリカプロラクトンジオールの質量の割合は４５
％以上且つ４６％以下であり、第２着色層２６におけるイソホロンジイソシアネートの質
量の割合は４０％以上且つ４１％以下であり、第２着色層２６における黒色アクリル樹脂
の質量の割合は５％以上且つ７％以下であり、第２着色層２６におけるアクリル重合体の
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質量の割合は０％以上且つ１％以下であり、第２着色層２６におけるメチルエチルケトン
の質量の割合は７％以上且つ８％以下である。
【００４８】
　すなわち、第２着色層２６の黒色アクリル樹脂の質量の割合は５％以上且つ７％以下で
あり、第２着色層１６の黒色アクリル樹脂の質量の割合（１％以上且つ５％以下）よりも
大きい。従って、第２着色層２６を備える再帰性反射フィルム１０Ｂでは、前述した再帰
性反射フィルム１０，１０Ａと比較して、第２着色層の厚さが薄くても黒みが出やすい。
なお、再帰性反射フィルム１０Ｂの製造方法は、第２着色層２６を形成する黒色液体Ｌ３
を塗布する点以外は再帰性反射フィルム１０，１０Ａの製造方法と同様である。再帰性反
射フィルム１０Ｂからも再帰性反射フィルム１０，１０Ａと同様の作用効果が得られる。
【００４９】
（第４実施形態）
　次に、第４実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｃについて図６（ａ）を参照しなが
ら説明する。再帰性反射フィルム１０Ｃは、前述したボンド層２０に代えて、第３着色層
２７を備える。第３着色層２７は、例えば、ビーズ層１９の複数のビーズ１９ｂを覆うボ
ンド層（ビーズボンド層）として機能する。
【００５０】
　第３着色層２７の材料は、例えば、ウレタン樹脂、アクリル樹脂、塩化ビニル樹脂、シ
リコーン樹脂、エポキシ樹脂、フッ素樹脂、メラミン樹脂、アルキド樹脂、又はそれらの
混合物を含む。第３着色層２７の色の明度は、第１着色層１５の色の明度より低くてもよ
いし、第１着色層１５の色の明度より高くてもよい。一例として、第３着色層２７の色は
黒色である。
【００５１】
　再帰性反射フィルム１０Ｃの製造方法については、まず、剥離ライナー１１、粘着剤層
１２、第３着色層２７を有する再帰性反射層１３、及びクリア層１４が積層された反射シ
ートＲ２を用意する。そして、反射シートＲ２のクリア層１４の上に黄色液体Ｌ１をコー
ティングし、コーティングした黄色液体Ｌ１を乾燥させることによって第１着色層１５を
形成する。その後、第１着色層１５の上に黒色液体Ｌ２をコーティングし、コーティング
した黒色液体Ｌ２を乾燥させることによって第２着色層１６を形成した後に、再帰性反射
フィルム１０Ｃが完成する。
【００５２】
　以上、第４実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｃでは、第１着色層１５から見て第
２着色層１６の反対側に位置する第３着色層２７を備え、第３着色層２７の色の明度は、
第１着色層１５の色の明度より低くてもよい。この場合、第１着色層１５の第２着色層１
６との反対側に第３着色層２７を有し、第３着色層２７の色の明度は第１着色層１５の色
の明度よりも低い。
【００５３】
　よって、第１着色層１５は、第１着色層１５の色の明度よりも明度が低い色を有する第
２着色層１６と第３着色層２７との間に挟まれる。従って、明度が低い第２着色層１６と
第３着色層２７との間に第１着色層１５が挟まれることにより、日中により明度が低い色
を見せることができるのでデザイン性を更に高めることができる。
【００５４】
　第３着色層２７は、複数のビーズ１９ｂを含むビーズ層１９を覆うボンド層であっても
よい。この場合、第１着色層１５の第２着色層１６との反対側に位置すると共に明度が低
い色を有する第３着色層２７がビーズ層１９を覆うボンド層２０であることにより、日中
における再帰性反射フィルム１０Ｃの黒みを強調しつつ色のムラを抑えることができる。
【００５５】
（第５実施形態）
　次に、第５実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｄについて図６（ｂ）を参照しなが
ら説明する。再帰性反射フィルム１０Ｄは、第２着色層１６の厚さが再帰性反射フィルム
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１０Ｃの第２着色層１６より厚くなっている。再帰性反射フィルム１０Ｄの第２着色層１
６の厚さは、例えば、５０μｍ以上且つ１００μｍ以下であるが、５５μｍ以上且つ６５
μｍ以下であってもよい。この第５実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｄからは再帰
性反射フィルム１０Ｃと同様の作用効果が得られる。
【００５６】
（第６実施形態）
　第６実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｅについて図７（ａ）及び図７（ｂ）を参
照しながら説明する。再帰性反射フィルム１０Ｅは、第１着色層１５とは構成が異なる第
１着色層２５を備える。第１着色層２５は、クリア層１４に印刷によって形成された層で
ある。第１着色層２５は、一例として、インクジェットプリンタによって印刷された層で
あってもよい。この場合、第１着色層２５は、ドット状とされたインクが塗布されて形成
されている。
【００５７】
　再帰性反射フィルム１０Ｅの製造方法については、剥離ライナー１１、粘着剤層１２、
再帰性反射層１３及びクリア層１４が積層された反射シートＲ２を用意する。そして、反
射シートＲ２をインクジェットプリンタで印刷してクリア層１４にドット状のインクから
なる第１着色層２５を形成する。その後、第１着色層２５の上に黒色液体Ｌ２をコーティ
ングして黒色液体Ｌ２を乾燥させることにより第２着色層１６を形成して、再帰性反射フ
ィルム１０Ｅの製造が完了する。
【００５８】
　以上、再帰性反射フィルム１０Ｅでは、第１着色層２５がインクジェットプリンタによ
って形成されている。すなわち、第１着色層２５は、ドット状とされたインクによって形
成されている。この場合、第１着色層２５による隠蔽度を高くすることができると共に、
第１着色層２５の色のムラを低減させることができるので、夜間における再帰性反射フィ
ルム１０Ｅのデザイン性をより高めることができる。
【００５９】
（第７実施形態）
　次に、第７実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｆについて図８（ａ）及び図８（ｂ
）を参照しながら説明する。再帰性反射フィルム１０Ｆは、第１着色層２５と第２着色層
１６との間に粘着剤層３２及びクリア層３４を備える点が再帰性反射フィルム１０Ｅと異
なっている。
【００６０】
　粘着剤層３２は、例えば、アクリル粘着剤、ゴム系粘着剤、シリコーン系粘着剤又はア
クリルフォーム剤を含んでいてもよく、前述した粘着剤層１２と同様の材料から構成され
ていてもよい。粘着剤層３２の厚さは、例えば、１０μｍ以上且つ５０μｍ以下である。
クリア層３４は、例えば、ＰＶＣ（ポリビニルアルコール）によって構成されており、前
述したクリア層１４と同様の材料から構成されていてもよい。クリア層３４の厚さは、例
えば、１０μｍ以上且つ１００μｍとすることができるが、一例として、５０μｍであっ
てもよく、適宜変更可能である。
【００６１】
　再帰性反射フィルム１０Ｆの製造方法については、まず、反射シートＲ２に第１着色層
２５が印刷された後に、粘着剤層３２付きのクリア層３４を第１着色層２５にラミネート
する。その後、前述と同様、黒色液体Ｌ２をコーティングして乾燥を行うことにより、ク
リア層３４の上に第２着色層１６を形成して再帰性反射フィルム１０Ｆが完成する。なお
、再帰性反射フィルム１０Ｆにおいて、第２着色層１６の厚さは、例えば、５０μｍ以上
且つ６０μｍ以下である。この再帰性反射フィルム１０Ｆからは、再帰性反射フィルム１
０Ｅと同様の作用効果が得られる。
【００６２】
（第８実施形態）
　続いて、第８実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｇについて図９（ａ）、図９（ｂ



(12) JP 2021-6887 A 2021.1.21

10

20

30

40

50

）、図９（ｃ）、図９（ｄ）及び図１０（ａ）を参照しながら説明する。再帰性反射フィ
ルム１０Ｇは、クリア層３４と第２着色層１６との間に更に粘着剤層３５及び透明樹脂層
３６を備える点が前述した再帰性反射フィルム１０Ｆと異なっている。
【００６３】
　粘着剤層３５は、例えば、前述した粘着剤層１２，３２と同様の材料から構成されてい
てもよく、粘着剤層３５の厚さは、３０μｍ以上且つ５０μｍ以下（一例として４０μｍ
）である。透明樹脂層３６は、例えば、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）によって
構成されているが、他の樹脂材料によって構成されていてもよい。
【００６４】
　再帰性反射フィルム１０Ｇの製造方法について、まず、図９（ａ）及び図９（ｂ）に示
されるように、反射シートＲ２に第１着色層２５を印刷して粘着剤層３２付きのクリア層
３４を第１着色層２５にラミネートする。一方、図９（ｃ）に示されるように、透明樹脂
層３６の上に黒色液体Ｌ２をコーティングして黒色液体Ｌ２を乾燥させることにより、透
明樹脂層３６の上に第２着色層１６を形成する。
【００６５】
　このとき、例えば４０μｍ以上且つ６０μｍ以下の厚さの黒色液体Ｌ２を乾燥させて３
０μｍ以上且つ３５μｍ以下（一例として３２μｍ）の第２着色層１６を形成する。その
後、図９（ｄ）及び図１０（ａ）に示されるように、クリア層３４の上に粘着剤層３５を
ラミネートし、第２着色層１６が形成された透明樹脂層３６を粘着剤層３５を介してクリ
ア層３４の上にラミネートする。これにより、再帰性反射フィルム１０Ｇの製造が完了す
る。
【００６６】
（第９実施形態）
　図１０（ｂ）は、第９実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｈを示す図である。再帰
性反射フィルム１０Ｈは、第２着色層１６の厚さが再帰性反射フィルム１０Ｇの第２着色
層１６より厚くなっている。再帰性反射フィルム１０Ｈの第２着色層１６の厚さは、例え
ば、５０μｍ以上且つ１００μｍ以下であるが、５０μｍ以上且つ６０μｍ以下であって
もよい。再帰性反射フィルム１０Ｈの製造方法は、再帰性反射フィルム１０Ｇの製造方法
と同様である。
【００６７】
（第１０実施形態）
　次に、第１０実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｊについて、図１１（ａ）及び図
１１（ｂ）を参照しながら説明する。図１１（ａ）及び図１１（ｂ）に示されるように、
再帰性反射フィルム１０Ｊは、第１着色層２５に代えて、色が緑色の第１着色層４５を備
える点が前述した各再帰性反射フィルムと異なっている。本開示において、「緑色」は、
純粋な緑色だけでなく、青緑色や黄緑色等、緑色が含まれる色も含んでおり、広義の緑色
を意味している。
【００６８】
　第１着色層４５は、例えば、クリア層１４に印刷によって形成される。この場合、第１
着色層４５は、ドット状とされたインクが塗布されて形成されている。第１着色層４５は
、例えば、インクジェットプリンタによって形成された層であってもよいし、緑色液体（
緑色顔料）によって形成された層であってもよい。
【００６９】
　再帰性反射フィルム１０Ｊの製造方法については、例えば、反射シートＲ２をインクジ
ェットプリンタで印刷してクリア層１４にドット状のインクからなる第１着色層４５を形
成する。その後、第１着色層４５の上に黒色液体Ｌ２をコーティングして黒色液体Ｌ２を
乾燥させることにより、再帰性反射フィルム１０Ｊの製造が完了する。
【００７０】
　以上、再帰性反射フィルム１０Ｊは、緑色である第１着色層４５を備えるため、貼り付
けられた再帰性反射フィルム１０Ｊを夜間において緑色に光らせることができる。一般的
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に、黄色は集中力又は判断力を高めたり注意を促したりするイメージがあるのに対し、緑
色は身体を癒やしたりリラックスさせたりするイメージがある。よって、前述した再帰性
反射フィルム１０～１０Ｈが黄色の第１着色層１５を備えることにより再帰性反射フィル
ム１０～１０Ｈでは注意喚起を促す効果がある。一方、緑色の第１着色層４５を備える再
帰性反射フィルム１０Ｊでは、リラックス効果を高めたり気持ちを落ち着かせたりする効
果がある。
【００７１】
（第１１実施形態）
　図１２（ａ）及び図１２（ｂ）は、第１１実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｋを
示す図である。再帰性反射フィルム１０Ｋは、第１着色層４５と第２着色層１６の間に粘
着剤層３２とクリア層３４を備える点が再帰性反射フィルム１０Ｊと異なる。再帰性反射
フィルム１０Ｋの製造方法としては、まず、反射シートＲ２に第１着色層４５が印刷され
た後に、粘着剤層３２付きのクリア層３４を第１着色層４５にラミネートする。その後、
前述と同様、黒色液体Ｌ２をコーティングして乾燥を行うことにより、クリア層３４の上
に第２着色層１６を形成して再帰性反射フィルム１０Ｋが完成する。再帰性反射フィルム
１０Ｋからは、再帰性反射フィルム１０Ｊと同様の作用効果が得られる。
【００７２】
（第１２実施形態）
　図１３（ａ）、図１３（ｂ）、図１３（ｃ）、図１４（ａ）及び図１４（ｂ）は、第１
３実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｌ、及び再帰性反射フィルム１０Ｌの製造方法
を示す図である。再帰性反射フィルム１０Ｌは、クリア層３４と第２着色層１６との間に
粘着剤層３５及び透明樹脂層３６を備える点が再帰性反射フィルム１０Ｋと異なっている
。
【００７３】
　再帰性反射フィルム１０Ｌの製造方法について、図１３（ａ）及び図１３（ｂ）に示さ
れるように、反射シートＲ２に第１着色層４５を印刷して粘着剤層３２付きのクリア層３
４を第１着色層４５にラミネートする。また、図１３（ｃ）に示されるように、透明樹脂
層３６の上に黒色液体Ｌ２をコーティングして黒色液体Ｌ２を乾燥させることにより、透
明樹脂層３６の上に第２着色層１６を形成する。
【００７４】
　その後、図１４（ａ）及び図１４（ｂ）に示されるように、クリア層３４の上に粘着剤
層３５をラミネートし、第２着色層１６が形成された透明樹脂層３６を粘着剤層３５を介
してクリア層３４の上にラミネートする。これにより、再帰性反射フィルム１０Ｌの製造
が完了する。
【００７５】
（第１３実施形態）
　図１４（ｃ）は、第１３実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｍを示す図である。再
帰性反射フィルム１０Ｍは、第２着色層１６の厚さが再帰性反射フィルム１０Ｌの第２着
色層１６より厚くなっている。再帰性反射フィルム１０Ｍの第２着色層１６の厚さは、例
えば、５０μｍ以上且つ１００μｍ以下であるが、５０μｍ以上且つ６０μｍ以下であっ
てもよい。
【００７６】
（第１４実施形態）
　第１４実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｎについて、図１５（ａ）及び図１５（
ｂ）を参照しながら説明する。図１５（ａ）及び図１５（ｂ）に示されるように、再帰性
反射フィルム１０Ｎは、第１着色層２５，４５に代えて、色が青色の第１着色層５５を備
える点が前述した各再帰性反射フィルムと異なっている。
【００７７】
　本開示において、「青色」は、純粋な青色だけでなく、水色、青緑色又は紺色等、青色
が含まれる色も含んでおり、広義の青色を意味している。第１着色層５５は、例えば、ク
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リア層１４に印刷によって形成される。第１着色層５５は、インクジェットプリンタによ
って形成された層であってもよいし、青色液体（青色顔料）によって形成された層であっ
てもよい。
【００７８】
　再帰性反射フィルム１０Ｎの製造方法については、例えば、反射シートＲ２をインクジ
ェットプリンタで印刷してクリア層１４にドット状のインクからなる第１着色層５５を形
成する。その後、第１着色層５５の上に黒色液体Ｌ２をコーティングして黒色液体Ｌ２を
乾燥させることにより、再帰性反射フィルム１０Ｎの製造が完了する。
【００７９】
　以上、再帰性反射フィルム１０Ｎは、青色である第１着色層５５を備えるため、貼り付
けられた再帰性反射フィルム１０Ｎを夜間に青色に光らせることができる。一般的に青色
は、集中力を高めたり気持ちを落ち着かせたりするイメージがある。よって、青色の第１
着色層５５を備える再帰性反射フィルム１０Ｎでは、集中力を高めると共にリラックス効
果を高めることができる。
【００８０】
（第１５実施形態）
　図１６（ａ）及び図１６（ｂ）は、第１５実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｐを
示す図である。再帰性反射フィルム１０Ｐは、第１着色層５５と第２着色層１６の間に粘
着剤層３２とクリア層３４を備える点が再帰性反射フィルム１０Ｎと異なる。再帰性反射
フィルム１０Ｐの製造方法としては、反射シートＲ２に第１着色層５５が印刷された後に
、粘着剤層３２付きのクリア層３４を第１着色層５５にラミネートする。そして、黒色液
体Ｌ２をコーティングして乾燥することにより、クリア層３４の上に第２着色層１６を形
成して一連の製造の工程を完了する。再帰性反射フィルム１０Ｐからは再帰性反射フィル
ム１０Ｎと同様の作用効果が得られる。
【００８１】
（第１６実施形態）
　図１７（ａ）、図１７（ｂ）、図１７（ｃ），図１８（ａ）及び図１８（ｂ）は、第１
６実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｑ、及び再帰性反射フィルム１０Ｑの製造方法
を示す図である。再帰性反射フィルム１０Ｑは、第１着色層５５と第２着色層１６との間
に粘着剤層３２、クリア層３４、粘着剤層３５及び透明樹脂層３６を備える点が再帰性反
射フィルム１０Ｐと異なっている。
【００８２】
　図１７（ａ）及び図１７（ｂ）に示されるように、例えば、反射シートＲ２に第１着色
層５５を印刷して粘着剤層３２付きのクリア層３４を第１着色層５５にラミネートする。
また、図１７（ｃ）に示されるように、透明樹脂層３６の上に黒色液体Ｌ２をコーティン
グして黒色液体Ｌ２を乾燥することにより、透明樹脂層３６の上に第２着色層１６を形成
する。
【００８３】
　そして、図１８（ａ）及び図１８（ｂ）に示されるように、クリア層３４の上に粘着剤
層３５をラミネートし、第２着色層１６が形成された透明樹脂層３６を粘着剤層３５を介
してクリア層３４の上にラミネートする。以上の工程を経た後に、再帰性反射フィルム１
０Ｑの製造が完了する。
【００８４】
（第１７実施形態）
　図１８（ｃ）は、第１７実施形態に係る再帰性反射フィルム１０Ｒを示す図である。再
帰性反射フィルム１０Ｒは、第２着色層１６の厚さが再帰性反射フィルム１０Ｑの第２着
色層１６より厚くなっている。再帰性反射フィルム１０Ｒの第２着色層１６の厚さは、例
えば、５０μｍ以上且つ１００μｍ以下であるが、５０μｍ以上且つ６０μｍ以下であっ
てもよい。
【００８５】
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（実施例）
　次に、本実施形態に係る再帰性反射フィルムの実施例について説明する。本開示は、以
下の実施例に限定されない。実施例に係る実験では、実施例の再帰性反射フィルムを車体
１に貼り付けて日中及び夜間のそれぞれの再帰性反射フィルムの色を測定した。
【００８６】
（実施例１）
　実施例１の再帰性反射フィルムとしては、図３に示される再帰性反射フィルム１０を用
いた。具体的には、剥離ライナー１１、粘着剤層１２、再帰性反射層１３、クリア層１４
、黄色の第１着色層１５、及び黒色の第２着色層１６を備えた再帰性反射フィルム１０で
あって、クリア層１４の厚さを５８μｍ、第１着色層１５の厚さを５μｍ、第２着色層１
６の厚さを３０μｍとした。
【００８７】
　実施例１において、剥離ライナー１１、粘着剤層１２、再帰性反射層１３及びクリア層
１４としてはスコッチカル（登録商標）反射シートホワイトを用いた。第１着色層１５の
材料としては、３．００質量％の有機黄色顔料（Irgaphor（登録商標） Yellow 2R-CF、B
ASF Japan社製）、０．６６質量％の湿潤分散剤（DISPERBYK-2000、BYK社製）、０．０９
質量％の分散剤（solsperse（登録商標） 22000、Lubrizol社製）、１６．２５質量％の
塗料（Joncryl 67、BASF Japan社製）、溶剤（PMA）、及び１２．００質量％のブチルセ
ロソルブ（和光純薬工業社製）を用いた。第２着色層１６の材料としては、４７．４質量
％の透明のポリカプロラクトンジオール溶液（スリーエム社製FPR1J clear）、４２．８
質量％のイソホロンジイソシアネート（VENESTANATT1890E、Evonik Japan社製）、１．６
質量％の黒色アクリル樹脂（TX-6013A T502、BASF Japan社製）、０．５質量％のアクリ
ル重合体（BYK355、BYK Japan社製）及び７．７質量％のメチルエチルケトンを用いた。
【００８８】
（実施例２）
　実施例２の再帰性反射フィルムは、図５（ａ）に示される再帰性反射フィルム１０Ａを
用いた。具体的には、剥離ライナー１１、粘着剤層１２、再帰性反射層１３、クリア層１
４、黄色の第１着色層１５、及び黒色の第２着色層１６を備えた再帰性反射フィルム１０
Ａであって、クリア層１４の厚さを５８μｍ、第１着色層１５の厚さを５μｍ、第２着色
層１６の厚さを６０μｍとした。第１着色層１５の材料、及び第２着色層１６の材料は、
実施例１と同一である。
【００８９】
（実施例３）
　実施例３の再帰性反射フィルムは、図５（ｂ）に示される再帰性反射フィルム１０Ｂを
用いた。実施例３の再帰性反射フィルムは、第２着色層２６の材料が実施例１の第２着色
層１６と異なっている。第２着色層２６の材料としては、４５．３質量％の透明のポリカ
プロラクトンジオール溶液（スリーエム社製FPR1J clear）、４０．９質量％のイソホロ
ンジイソシアネート（VENESTANATT1890E、Evonik Japan社製）、６．０質量％の黒色アク
リル樹脂（TX-6013A T502、BASF Japan社製）、０．４質量％のアクリル重合体（BYK355
、BYK Japan社製）及び７．４質量％のメチルエチルケトンを用いた。また、第２着色層
２６の厚さは３０μｍとした。
【００９０】
（実施例４）
　実施例４の再帰性反射フィルムは、図６（ａ）に示される再帰性反射フィルム１０Ｃを
用いた。クリア層１４の厚さは５８μｍ、第１着色層１５の厚さは５μｍ、第２着色層１
６の厚さは３０μｍとした。第３着色層２７の色は黒色とした。
【００９１】
（実施例５）
　実施例５の再帰性反射フィルムは、図６（ｂ）に示される再帰性反射フィルム１０Ｄを
用いた。実施例５の再帰性反射フィルムでは、第２着色層１６の厚さを６０μｍとした。
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【００９２】
（実施例６）
　実施例６の再帰性反射フィルムは、図７（ｂ）に示される再帰性反射フィルム１０Ｅを
用いた。実施例６の再帰性反射フィルムでは、第１着色層１５に代えて、印刷によって形
成した第１着色層２５を用いた点が実施例１の再帰性反射フィルムと異なる。実施例６に
おいて、第１着色層２５は、インクジェットプリンタ（iPD8400SE、Canon社製）によって
印刷した。
【００９３】
（実施例７）
　実施例７の再帰性反射フィルムは、図８（ｂ）に示される再帰性反射フィルム１０Ｆを
用いた。実施例７において、第２着色層１６の厚さは５４μｍ、粘着剤層３２の厚さは３
０μｍ、クリア層３４の厚さは５４μｍとした。
【００９４】
（実施例８）
　実施例８の再帰性反射フィルムは、図１０（ａ）に示される再帰性反射フィルム１０Ｇ
とした。実施例８において、クリア層１４の厚さは５８μｍ、粘着剤層３２の厚さは４０
μｍ、クリア層３４の厚さは５０μｍ、粘着剤層３５の厚さは４０μｍ、透明樹脂層３６
の厚さは５０μｍ、第２着色層１６の厚さは３３μｍとした。
【００９５】
（実施例９）
　実施例９の再帰性反射フィルムは、実施例８の再帰性反射フィルムの第２着色層１６の
厚さを５４μｍとした。
【００９６】
（実施例１０）
　実施例１０の再帰性反射フィルムは、図１１（ｂ）に示されるように、印刷された緑色
の第１着色層４５を備える再帰性反射フィルム１０Ｊとした。クリア層１４の厚さは５８
μｍ、第２着色層１６の厚さは５４μｍとした。
【００９７】
（実施例１１）
　実施例１１の再帰性反射フィルムは、図１２（ｂ）に示される再帰性反射フィルム１０
Ｋとした。クリア層１４の厚さは５８μｍ、粘着剤層３２の厚さは３０μｍ、クリア層３
４の厚さは５０μｍ、第２着色層１６の厚さは５４μｍとした。
【００９８】
（実施例１２）
　実施例１２の再帰性反射フィルムは、図１４（ｂ）に示される再帰性反射フィルム１０
Ｍとした。実施例１２において、クリア層１４の厚さは５８μｍ、粘着剤層３２の厚さは
３５μｍ、クリア層３４の厚さは５０μｍ、粘着剤層３５の厚さは４０μｍ、透明樹脂層
３６の厚さは５０μｍ、第２着色層１６の厚さは３３μｍとした。
【００９９】
（実施例１３）
　実施例１３の再帰性反射フィルムは、実施例１２の再帰性反射フィルムの第２着色層１
６の厚さを５４μｍとした。
【０１００】
（実施例１４）
　実施例１４の再帰性反射フィルムは、図１５（ｂ）に示されるように、印刷された青色
の第１着色層５５を備える再帰性反射フィルム１０Ｎとした。クリア層１４の厚さは５８
μｍ、第２着色層１６の厚さは５４μｍとした。
【０１０１】
（実施例１５）
　実施例１５の再帰性反射フィルムは、図１６（ｂ）に示される再帰性反射フィルム１０
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４の厚さは５０μｍ、第２着色層１６の厚さは５４μｍとした。
【０１０２】
（実施例１６）
　実施例１６の再帰性反射フィルムは、図１８（ｂ）に示される再帰性反射フィルム１０
Ｑとした。実施例１６において、クリア層１４の厚さは５８μｍ、粘着剤層３２の厚さは
３５μｍ、クリア層３４の厚さは５０μｍ、粘着剤層３５の厚さは４０μｍ、透明樹脂層
３６の厚さは５０μｍ、第２着色層１６の厚さは３３μｍとした。
【０１０３】
（実施例１７）
　実施例１７の再帰性反射フィルムは、実施例１６の再帰性反射フィルムの第２着色層１
６の厚さを５４μｍとした。
【０１０４】
（比較例１）
　比較例１の再帰性反射フィルムとしては、スコッチカル（登録商標）反射シートホワイ
トを用いた。比較例１の再帰性反射フィルムは、実施例１の再帰性反射フィルムのうち、
クリア層１４、第１着色層１５及び第２着色層１６を除いた反射フィルムである。
【０１０５】
（比較例２）
　比較例２の再帰性反射フィルムとしては、スコッチカル（登録商標）反射シートブラッ
クを用いた。比較例２の再帰性反射フィルムは、図６（ａ）に示される再帰性反射フィル
ム１０Ｃのうち、クリア層１４、第１着色層１５及び第２着色層１６を除いた反射フィル
ムである。
【０１０６】
　実施例１～１７及び比較例１，２のそれぞれの再帰性反射フィルムを、通常光下、及び
夜間の直進光下のそれぞれの環境下において、再帰性反射フィルムの色を測定する実験を
行った。その結果を後述の表１に示す。なお、表１の可視光評価の列の「○」は、通常光
下で再帰性反射フィルムが黒色に見えて且つ直線光下で再帰性反射フィルムが黒色よりも
明度が高い色（黄色、緑色又は青色）に見えた場合を示しており、「△」は「○」以外の
結果を示している。また、表１の「通常光下で観察される色」は一般照明の下で観察され
る再帰性反射フィルムの色を示し、「直進光下で観察される色」は夜間に直進光を照射し
たときに観察される再帰性反射フィルムの色を示している。
【０１０７】
　再帰性反射係数（ｃｄ／ｌｕｘ／ｍ２）の測定では、ＪＩＳ　Ｚ　９１１７　８．３「
再帰性反射材、反射性能の測定」において定められた測定方法を用いた。具体的には、再
帰性反射係数は、観測角０．２度、入射角５度における再帰性反射係数（再帰性反射係数
Ｒ０．２）を再帰性反射測定装置Ｒｅｔｒｏｓｉｇｎ　Ｔｙｐｅ　４５００（Ｄｅｌｔａ
　Ｌｉｇｈｔ＆Ｏｐｔｉｃｓ，Ｌｙｎｇｂｙ，Ｄｅｎｍａｒｋ）で測定した。すなわち、
再帰性反射フィルムに投光器から一定照度の光を照射し、再帰性反射フィルムから反射し
て戻る光の輝度を計測することによって再帰性反射係数を得た。表１の再帰性反射係数は
、前述した投光器と受光器との角度差である観測角が０．２°、再帰性反射フィルムに対
する垂線と投光器の角度との差である入射角が５°、の条件下で３点測定した結果の平均
値を示している。
【０１０８】
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【表１】

【０１０９】
　表１に示されるように、黄色液体Ｌ１をコーティングして得た黄色の第１着色層１５と
、１．６質量％の黒色アクリル樹脂を含む第２着色層１６とを備える実施例１，２，４，
５の再帰性反射フィルム、及び、第１着色層１５と、６．０質量％の黒色アクリル樹脂を
含む厚さが３０μｍの第２着色層２６を備える実施例３の再帰性反射フィルムでは、日中
の色よりも夜間の色の明度を高くすることができ特に良好な結果が得られた。
【０１１０】
　また、インクジェットプリンタによって得た第１着色層２５と、１．６質量％の黒色ア
クリル樹脂を含む第２着色層１６とを備える実施例６，７の再帰性反射フィルムにおいて
も前述と同様の良好な結果が得られた。厚さが３３μｍ又は５４μｍである第２着色層１
６と共に、粘着剤層３２及びクリア層３４を備えた実施例８，９の再帰性反射フィルムで
も夜間に再帰性反射フィルムを黄色に光らせることができ良好な結果が得られた。
【０１１１】
　緑色の第１着色層４５を備える例では、クリア層１４の厚さが５８μｍ、第２着色層１
６の厚さが５４μｍである実施例１０、及び、更に粘着剤層３２及びクリア層３４を備え
る実施例１１において、直進光が照射されたときに再帰性反射フィルムを緑色に光らせる
ことができ特に良好な結果が得られた。また、厚さが４０μｍの粘着剤層３５、厚さが５
０μｍの透明樹脂層３６、及び厚さが３３μｍ又は５４μｍの第２着色層１６を備える実
施例１２，１３でも上記同様の良好な効果が得られた。
【０１１２】
　青色の第１着色層５５を備える例では、クリア層１４の厚さが５８μｍ、第２着色層１
６の厚さが５４μｍである実施例１４、及び、更に粘着剤層３２及びクリア層３４を備え
る実施例１５において、直進光が照射されたときに再帰性反射フィルムを青色に光らせる
ことができ特に良好な結果が得られた。また、厚さが４０μｍの粘着剤層３５、厚さが５
０μｍの透明樹脂層３６、及び厚さが３３μｍ又は５４μｍの第２着色層１６を備える実
施例１６，１７でも上記同様の良好な効果が得られた。以上のように、黄色、緑色又は青
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帰性反射フィルムでは、日中に再帰性反射フィルムの黒みを発揮すると共に、直進光が照
射されたときに再帰性反射フィルムを黒色以外（有彩色）で光らせることができ、良好な
結果が得られることが分かった。
【０１１３】
　以上、本開示に係る再帰性反射フィルムの種々の実施形態及び実施例について説明した
。しかしながら、本発明は、前述した各実施形態又は実施例に限定されるものではない。
【０１１４】
　例えば、前述の実施形態では、ビーズ層１９を備える再帰性反射フィルム１０について
説明した。しかしながら、再帰性反射フィルムは、ビーズ層を備えていなくてもよく、例
えば、ビーズ層１９に代えてプリズム層を備えていてもよい。この場合、プリズムを備え
る再帰性反射層から光を再帰性反射させることができるので、前述と同様の作用効果が得
られる。
【０１１５】
　また、前述の実施形態では、黒色の第２着色層１６を備える再帰性反射フィルム１０に
ついて例示した。しかしながら、第２着色層の色は、黒色以外の色であってもよく、第１
着色層よりも明度が低い色であれば適宜変更可能である。第１着色層の色についても、黄
色、緑色又は青色に限られず、白色、赤色、桃色、茶色、橙色、黄緑色又は紫色であって
もよく適宜変更可能である。
【０１１６】
　また、前述の実施形態では、再帰性反射フィルム１０が車体１に貼り付けられる例につ
いて説明した。しかしながら、再帰性反射フィルムは、車体以外のものに貼り付けられる
ものであってもよい。例えば、自転車に貼り付けられる再帰性反射フィルム、船舶に貼り
付けられる再帰性反射フィルム、鉄道車両に貼り付けられる再帰性反射フィルム、航空機
に貼り付けられる再帰性反射フィルム、又は移動機械に貼り付けられる再帰性反射フィル
ムであってもよいし、更に、移動体以外のものに貼り付けられる再帰性反射フィルムであ
ってもよい。このように、再帰性反射フィルムが貼り付けられる被着体は適宜変更可能で
ある。
【符号の説明】
【０１１７】
１…車体（被着体）、１０，１０Ａ，１０Ｂ，１０Ｃ，１０Ｄ，１０Ｅ，１０Ｆ，１０Ｇ
，１０Ｈ，１０Ｊ，１０Ｋ，１０Ｌ，１０Ｍ，１０Ｎ，１０Ｐ，１０Ｑ，１０Ｒ…再帰性
反射フィルム、１３…再帰性反射層、１５，２５，４５，５５…第１着色層、１６，１６
Ａ，２６…第２着色層、２０…ボンド層、２７…第３着色層。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】
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